
　名古屋市の北部に位置する愛知県小牧市。年間の工
業品出荷額が１兆円を超えるという工業都市であり、県
営名古屋空港や航空自衛隊の基地を有するが、実は愛知
県内でトップクラスの廃棄物リサイクル率を誇る都市で
あることはあまり知られていない。
　環境保全やリサイクルへの意識が高い小牧で、食品廃
棄物の有効活用という地域のニーズに対応するため、食
品廃棄物由来のバイオガス発電事業を行う「バイオス小
牧」が稼働を開始した。工業団地内に建設され、食品廃棄
物を積載したトラックが往来する発電所には、受け入れ設
備や酸発酵槽、メタンガスの発酵タンクや、地域へ売電さ
れる電気を作り出すコージェネなどが立ち並んでいた。

SDGs

コージェネ導入のポイント
食品廃棄物のリサイクル推進
再生可能エネルギーでの発電によるCO₂削減
電力と農業のWリサイクルループの提案

1

2

3

環境意識の高い小牧で食品廃棄物の受け入れ推進
脱炭素とエネルギーの地産地消に貢献

バイオス小牧

■ 施設概要
所 在 地 愛知県小牧市大字下末字野本398番

建 物 規 模
地上２階（事務・前処理棟）
建築面積：751.17㎡
延床面積：924.02㎡

構 造 鉄骨造
開 業 年 月 2023年2月（コージェネ稼働：2023年5月）

プ ラ ン ト
の 概 要

敷地面積（プラントエリア）：3,738㎡
酸発酵槽：374㎥×２槽
発酵タンク：1,693㎥×2槽
発電設備：550kW×2基
水処理施設：150㎥/日

B i o s  K o m a k i  C o . ,  L t d .

Case1

発酵タンク

コージェネ

取材・文：池原 威徳
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食
品
廃
棄
物
を
利
用
し

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

　

バ
イ
オ
ス
小
牧
は
２
０
２
３
年
２
月
、
稼

働
を
開
始
し
た
。
１
日
最
大
で
１
２
０
ト
ン

（
固
形
物
80
ト
ン
、
廃
飲
料
40
ト
ン
）
の
食

品
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
微

生
物
の
力
で
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
発
生
す
る

メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
料
に
し
て
発
電
を
行
う
。

発
電
出
力
は
１
１
０
０
kW
、
年
間
想
定
発
電

量
は
約
９
２
０
０
MW
ｈ
、
こ
れ
は
一
般
家
庭

の
年
間
使
用
電
力
量
の
約
２
２
０
０
世
帯
分

に
当
た
る
。
稼
働
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
、
大

き
な
故
障
の
発
生
は
な
く
順
調
に
稼
働
を
続

け
て
い
る
。

　

発
酵
に
利
用
可
能
な
野
菜
・
果
物
・
肉
・

魚
だ
け
で
な
く
、
発
酵
不
適
物
が
含
ま
れ
る

お
弁
当
や
個
包
装
の
お
菓
子
な
ど
も
受
け
入

れ
て
い
る
。
包
装
な
ど
発
酵
に
利
用
で
き
な

い
不
適
物
は
、
前
処
理
棟
に
あ
る
破
砕
設
備

で
破
砕
す
る
と
と
も
に
（
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー
方
式
）、
分
離
装
置
で
除
去
し
て
い

る
。
利
用
者
の
分
別
負
担
が
軽
減
す
る
こ
と

で
食
品
廃
棄
物
を
着
実
に
集
積
す
る
と
と
も

に
、
食
品
製
造
業
を
は
じ
め
、
現
在
リ
サ
イ

ク
ル
率
が
低
い
卸
業
、
小
売
業
、
外
食
産
業

か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
工
場
な
ど
の
排
出
事
業
者
や
、

廃
棄
物
の
管
理
会
社
・
収
集
運
搬
業
者
と
も

密
接
に
連
携
し
、
食
品
廃
棄
物
の
回
収
に
も

努
め
て
い
る
と
い
う
。

メ
タ
ン
発
酵
に

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
を
利
用

　

受
け
入
れ
ら
れ
た
食
品
廃
棄
物
は
、
前
処

理
棟
で
破
砕
さ
れ
た
後
、
酸
発
酵
槽
に
て
分

解
さ
れ
、
微
生
物
の
餌
と
な
る
。
さ
ら
に
発

酵
タ
ン
ク
に
お
い
て
微
生
物
（
メ
タ
ン
菌
）

の
力
に
よ
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
。

メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
に
は
微
生
物
の
反
応
が

大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
微
生
物
反
応

を
安
定
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
発
酵
タ

ン
ク
の
温
度
制
御
が
重
要
と
な
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
（
５
５
０
kW
×
２
基
）
の
排

熱
は
温
水
と
し
て
回
収
さ
れ
、
発
酵
タ
ン
ク

内
部
の
温
度
を
常
に
約
37
℃
に
維
持
す
る
た

め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら

回
収
し
た
温
水
を
温
水
タ
ン
ク
に
貯
留
し
、

発
酵
タ
ン
ク
循
環
ラ
イ
ン
に
設
置
し
た
プ

レ
ー
ト
式
熱
交
換
器
に
温
水
を
送
っ
て
、
温

度
の
一
定
制
御
を
行
う
と
い
う
仕
組
み
で

あ
る
。
２
槽
の
発
酵
タ
ン
ク
は
そ
れ
ぞ
れ

１
６
９
３
㎥
の
容
量
が
あ
る
。
内
部
で
上
槽

と
下
槽
に
分
か
れ
て
お
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
は

上
槽
の
ガ
ス
バ
ル
ー
ン
に
貯
蔵
さ
れ
、
そ
の

先
の
脱
硫
塔
に
て
硫
化
水
素
を
除
去
後
、
燃

料
と
し
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
安
定
し
た

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
稼
働
を
実
現
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
農
業
の

「
地
産
地
消
」に
貢
献

　

メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
発
電
さ
れ
た

電
力
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
（
固
定
価
格
買
取
制

度
）
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ア
ー
バ
ン
エ

ナ
ジ
ー
を
通
じ
て
地
域
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

発
酵
さ
せ
た
後
の
副
産
物
と
し
て
肥
料
も
製

造
し
て
お
り
、
食
品
由
来
の
肥
料
と
し
て
販

売
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
電
力
の
み

な
ら
ず
農
業
で
の
循
環
型
社
会
も
目
指
す
Ｗ

リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
と
い
う
考
え
を
提
案
し

実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
発
電
に
よ
り

■ エネルギーフロー図
受入供給設備

土間ピット

破袋機

破砕機・不適物
除去装置

酸発酵槽×2槽

発酵タンク
&ガスホルダー

ガスエンジン発電設備
売電

脱水汚泥

不適物

処理水

（550kW×2基）

残渣処理設備
脱水機×2基

脱水ろ液

消化液

生物処理×2系統×2槽

水処理施設

電力販売

河川

アーバンエナジー
（JFEグループ）

適正処理

焼却

堆肥化
肥料化

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ２G（ドイツ）

モ デ ル 名 avus 500plus BG ct135-1

燃 料 種 別 食品残渣由来のバイオガス

定 格 出 力 550kW

台 数 2基

温水取出温度 高温水90℃、低温水70℃

効 率 総合：82.2％／発電：38.9％
／排熱回収：温水100％

排 熱 利 用 先 メタン発酵タンク、酸発酵槽の
加温等

ガスエンジン・コージェネ（550kW×2基）

年
間
約
４
２
０
０
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し

同
時
に
肥
料
販
売
を
実
践
で
き
れ
ば
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
農
業
の
「
地
産
地
消
」
に
大
き
く

貢
献
す
る
バ
イ
オ
ス
小
牧
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
今
後

も
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

13 コージェネ導入事例



　ベーリンガーインゲルハイムは、ドイツに本社を置き
世界130か国以上の市場で事業展開している製薬企業
である。その国内唯一の医薬品製造拠点が、山形県東根
市にあるベーリンガーインゲルハイム製薬山形工場であ
り、工場で製造する固形製剤などの医薬品は、日本国内
だけでなくアジア・オセアニア地域など世界に供給され
ている。
　ベーリンガーインゲルハイムではグローバルレベル

でカーボンフットプリントの削減に取り組んでおり、山形
工場では、CO₂の排出削減など環境に配慮した工場運営
を目的に、2021年6月キルシュ・エネルギーサービス合
同会社とのエネルギーサービスプロバイダ契約を締結、
2023年4月よりエネルギーサービスの運用を開始した。
山形県内で初となるLNGを燃料とするコージェネを用い
たエネルギーサービスの取り組みについて紹介する。

コージェネ導入のポイント
省エネ・低炭素化
BCP対応（停電時の備え）
電力ピークカット

1

2

3

SDGs コージェネ

山形県内初のコージェネを用いた
エネルギーサービスによる
グローバル製薬企業の脱炭素化

ベーリンガーインゲルハイム製薬山形工場
エネルギーセンター

■ 施設概要
所 在 地 山形県東根市中央東3丁目8590

建 物 規 模 地上1階／敷地面積：7,607.83㎡
延床面積：152.17㎡

竣 工 年 月 2023年3月
運 用 開 始 2023年4月（エネルギー供給開始）
山 形 工 場
概 要

事業内容：医薬品の製造
延床面積：約1.8万㎡／従業員：約190人

B o e h r i n g e r  I n g e l h e i m  S e i y a k u  Ya m a g a t a  P l a n t  E n e r g y  C e n t e r

Case2

太陽光発電によるロボット草刈機

取材・文：鈴木 武彦、松本 久美

14Co-GENET Vol.37



Ｅ
Ｓ
Ｐ
事
業
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
概
要

　

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
製
薬
で

は
工
場
の
低
炭
素
化
の
た
め
、
Ａ
重
油
か
ら

Ｌ
Ｎ
Ｇ
へ
の
燃
料
転
換
を
企
図
し
、
キ
ル

シ
ュ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
合
同
会
社（
以

下
、
Ｋ
Ｅ
Ｓ
）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
プ

ロ
バ
イ
ダ
（
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
契
約
を
結
ん
だ
。
Ｋ

Ｅ
Ｓ
は
石
油
資
源
開
発
と
山
形
ガ
ス
が
出
資

す
る
特
別
目
的
会
社
で
、
工
場
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
燃
料
と
な
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
調
達
も
行
う
。

以
前
、
工
場
で
は
自
社
所
有
の
重
油
焚
き
ボ

イ
ラ
に
よ
る
蒸
気
を
利
用
し
て
い
た
が
、
本

契
約
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
を
行
う
と
と
も
に
、
本
業
で
あ
る
医

薬
品
製
造
へ
の
集
中
を
目
指
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ

（
７
０
０
kW
×
３
台
）
や
高
効
率
ボ
イ
ラ
設

備
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
工
場
に
隣
接

す
る
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
製
薬

の
敷
地
内
に
位
置
す
る
。
生
成
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
電
力
・
蒸
気
・
冷
水
）
は
、
既
存

の
工
場
に
供
給
す
る
他
、
２
０
２
５
年
に
完

成
予
定
の
新
し
い
工
場
棟
に
も
供
給
で
き
る

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
各
設
備
は
さ
ら
な
る

工
場
の
増
築
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
設

計
・
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
利
用
に
よ
る

省
エ
ネ
と
低
炭
素
化

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
発
電
電
力
は
全
て
山

形
工
場
で
使
わ
れ
、
２
０
２
３
年
度
の
実
績

で
７
７
０
kW
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
新
設
棟
稼
働
後
の
２
０
２
５

年
度
以
降
は
１
７
０
０
kW
程
度
の
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
蒸
気
と
し
て
利
用

す
る
と
と
も
に
、
排
温
水
は
排
熱
投
入
型
吸

収
式
冷
凍
機
で
活
用
さ
れ
、
冷
水
の
製
造
に

使
わ
れ
る
。

　

蒸
気
の
製
造
に
は
排
ガ
ス
ボ
イ
ラ
を
優
先

利
用
す
る
運
転
と
し
、
工
場
か
ら
蒸
気
ド
レ

ン
を
返
送
・
回
収
し
て
熱
回
収
と
補
給
水
の

節
約
も
行
っ
て
い
る
。
冷
水
の
製
造
に
は
、

山
形
の
冷
涼
な
気
候
を
有
効
利
用
す
る
フ

リ
ー
ク
ー
リ
ン
グ
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
冬

期
や
中
間
期
の
冷
凍
機
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

が
図
ら
れ
て
い
る
。工
場
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
の
運
用
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

年
間
最
大
約
21
％
削
減
す
る
こ
と
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
で
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
達
成
を
目
指
し
て
お
り
、
工
場
で
は
太
陽

光
を
活
用
し
た
設
備
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ

て
い
た
。
取
材
時
、
特
に
目
を
引
い
た
の
が
、

太
陽
光
発
電
の
電
力
だ
け
で
自
動
で
緑
地
の

草
刈
り
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
で
あ
る
。

芝
生
の
上
を
走
り
な
が
ら
毎
日
少
し
ず
つ
草

を
刈
る
た
め
、
刈
り
草
の
集
草
や
破
棄
も
不

要
と
の
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え
、
除
草

作
業
の
省
力
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。

災
害
へ
の
備
え

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
は
１
０
０
kL

の
タ
ン
ク
を
持
つ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
設
備

が
設
け
ら
れ
、
燃
料
は
福
島
県
の
相
馬
Ｌ
Ｎ

■ エネルギーフロー図

ガスエンジン
（700 kW×3台）

排熱投入型吸収冷凍機
（300 USRT×3台）

熱源温水

蒸気

電力

天然ガス

受変電
設備

高圧受電
6,600V

フリークーリング
（150 USRT×1台）

監視室

冷水

エネルギー供給先
既存棟BIS

排ガスボイラ
（0.39 t/h×3台）

蒸気ボイラー
（2.5 t/h×4台）

エネルギー供給先新設棟
（建設中）BIS

コージェネレーションシステム

LNGローリー車 LNGサテライト設備
（100kLタンク）

LNG

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略

メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム
株式会社

モ デ ル 名 EP700G

燃 料 種 別 天然ガス（LNG）

定 格 出 力 700kW

台 数 3台

効 率
発電：41.8％
蒸気排熱回収：16.3％
温水排熱回収：15.7％

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種

ガスエンジン・コージェネ（700kW×3台）

Ｇ
基
地
よ
り
随
時
ロ
ー
リ
ー
車
で
運
ば
れ
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
発
電
電
力
は
新
設
棟
も
含
め

た
工
場
の
約
半
分
を
賄
う
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
工
場
の
低
炭
素
化
だ
け
で
は
な
く
、
電

源
冗
長
化
に
よ
る
災
害
へ
の
備
え
も
実
現
し

て
い
た
。

　

山
形
工
場
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

取
り
組
み
は
県
内
で
も
非
常
に
注
目
度
が
高

く
、
山
形
県
の
脱
炭
素
化
を
牽
引
す
る
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
た
。
今
後
も
ベ
ー
リ
ン

ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
製
薬
の
先
進
的
な
環

境
保
全
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

15 コージェネ導入事例




